
ミ
ノ
ア
ン
　
ス
ク
y
プ
ト
の
解
醗
（
灘
綴
嗣
）

資
料
　
紹
　
介

ミ
ノ
ア
ン

ス
ク
ソ
プ
ト
の
解
読

　
　
　
　
摂
　
　
端

に異

動

　
一
九
〇
〇
年
、
｝
・
国
養
嶺
　
が
ク
ノ
ヅ
ソ
ス
の
発
掘
に
蒲
手
し
た
頃
か
ら
、

ク
レ
タ
文
化
が
独
特
の
文
掌
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
こ
れ
と
系

統
を
一
に
す
る
文
宇
ほ
海
を
渡
っ
て
ギ
リ
シ
ア
本
土
、
キ
プ
ロ
ス
畠
、
即
ち
、
、
、

ノ
ア
文
化
に
浴
し
た
ラ
ゲ
海
域
の
三
々
に
分
布
す
る
こ
と
も
明
か
に
な
っ
た
。

こ
の
文
字
を
解
読
し
よ
5
と
す
る
試
み
は
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
企
ら
れ
、
数

多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
が
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
そ
の
正
体
は
神
秘
の
ヴ

ェ
』
ル
を
購
…
し
た
ま
ま
今
臼
に
到
っ
た
。
こ
れ
が
最
近
英
国
の
学
者
に
よ
っ
て

解
読
へ
の
三
口
淋
見
鐵
さ
れ
、
今
や
一
般
に
承
認
さ
れ
よ
5
と
し
て
い
る
こ

と
は
考
古
学
界
に
と
っ
て
も
注
目
す
べ
き
弓
柄
で
あ
る
。
解
読
者
護
箆
げ
p
。
H

＜
o
募
請
と
そ
の
協
力
者
｝
o
プ
疑
0
7
ρ
伽
ゑ
。
犀
の
論
交
を
載
せ
た
、
》
纂
二
二
2
、
．

の
編
藥
讃
は
そ
の
序
文
に
於
て
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
征
服
や
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
並
び
称
さ
る
べ
き
一
九
五
三
年
慶
の
英
国
の
偉
業
、
と
い

・
う
曇
口
葉
で
彼
等
に
讃
辞
を
暴
し
て
い
る
。
い
豪
こ
こ
に
竣
近
の
幾
つ
か
の
論
文

に
蓬
い
て
、
解
読
法
及
び
解
読
の
結
…
果
噌
明
か
に
な
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
簡
単
な

九
〇

紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
解
読
の
概
要
に
つ
い
て
は

　
一
〇
剛
影
9
μ
薮
三
〇
π
　
O
「
器
一
（
男
ゆ
8
乙
ヲ
多
。
竃
ヨ
。
碧
ω
o
瓢
掌
、
》
箕
5
三

　
曙
．
累
9
一
8
、
づ
①
o
●
一
鑑
Q
◎
”
唱
ワ
一
り
？
b
っ
8
・

墨
9
p
a
＜
。
葺
【
一
ψ
…
》
累
。
冨
。
厚
σ
o
書
ぎ
舞
舞
鑑
移
＆
”
一
三
伽
も
ワ
ロ
8

　
一
悼
O
①
●

　
が
あ
り
、
解
読
法
に
関
す
る
更
に
詳
細
な
報
告
は
岡
じ
く
両
者
の
名
で

　
犀
ユ
身
g
o
｛
o
バ
（
紺
霧
π
d
卿
a
φ
窪
げ
夢
⇔
鑑
箸
聲
器
ρ
浮
》
バ
9
H
才
量
、
｝
2
韓
a

　
亀
嵐
Φ
濠
蕊
o
Q
薩
岬
＆
同
霧
”
同
」
×
×
嵩
ピ
　
一
緩
Q
o
隔
勺
唱
も
。
爵
i
6
Q
◎
嶋

　
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
又
最
近
ま
で
の
研
究
の
概
要
を
知
る
た
め
に
は

　
ρ
｝
や
鑑
覧
。
嚢
辺
　
嬉
。
｝
齢
段
。
昏
O
「
8
オ
Q
Q
臼
弓
富
、
〉
汽
島
器
9
0
σ
q
橘
．
γ
一
課
O
Q
、

　
喝
ワ
ト
3
一
〇
；
卜
。
』
っ
9

　
罫
劉
　
　
ゆ
g
象
”
｝
畦
∴
　
↓
ゴ
o
d
⇔
師
o
o
菅
る
「
a
　
該
ぎ
。
§
　
ω
o
賎
ゼ
プ
ニ
、
p
げ

　
Q
亀
。
幽
窪
江
ぽ
銀
p
σ
q
p
N
ぽ
。
．
ト
っ
9
翼
p
9
男
0
9
お
巳
．

　
〉
●
鼻
緊
。
囲
る
ほ
日
、
剛
6
嵐
ぎ
8
鄭
匂
自
。
矯
箕
切
・
哨
p
o
け
p
冨
飢
臼
、
7
8
蔓
・
．
誤
彰
。
嵐
8
謬

　
甘
霞
5
a
o
㎞
〉
鴎
多
器
0
5
竪
、
語
b
日
潔
◎
Q
b
ゆ
や
○
。
ゆ
i
δ
G
σ
・

　
珍
9
ぎ
σ
q
O
o
霜
”
竃
ぎ
。
昌
ノ
〈
昏
ぎ
σ
q
．
〉
彦
。
「
甘
昌
旨
ε
毒
a
o
h
＞
夙
9
器
。
ざ
σ
q
橘
．

　
U
O
Q
℃
お
α
甜
℃
や
ミ
ー
這
P

　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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諸
ぎ
o
p
昌
Q
D
o
臥
導
　
と
総
称
さ
れ
る
も
の
、
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
表

意
文
字
と
並
ん
で
ピ
ぎ
。
錠
Q
e
o
「
川
冥
♪
翻
と
名
附
け
ら
れ
る
二
種
の
表
音
文
字

が
あ
る
。
表
意
国
字
は
数
字
と
共
に
、
内
容
の
直
接
的
な
表
現
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
に
大
凡
の
意
昧
が
判
明
し
て
い
た
が
、
此
度
そ
の
構
造
が
賜
か
に
さ
れ
た
の

は
同
・
ぎ
。
錠
ω
o
凱
冥
蜀
で
あ
る
。
こ
の
文
字
の
研
究
の
殆
ん
ど
が
不
満
足
な
結
…
果

に
終
っ
た
最
も
大
き
な
原
因
は
資
料
の
不
足
で
あ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
ま
で
に

は
僅
か
二
〇
〇
程
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最

近
U
野
こ
づ
・
葛
仔
、
呂
お
頃
滋
。
㎝
二
三
醇
、
℃
号
8
3
攣
お
q
坪
や
。
D
ぎ
》
・
国
く
謬
い

馬
も
e
o
活
隣
p
窯
ぎ
。
粋
、
瞬
・
○
徐
身
P
　
お
U
蝉
等
の
大
部
な
資
料
集
の
公
刊
、
更

に
一
九
五
二
年
一
三
年
に
は
望
①
σ
Q
o
ロ
に
よ
る
第
二
回
の
℃
胤
霧
日
、
節
三
簿
の
、

叉
芝
p
8
に
よ
る
窯
聴
窪
p
o
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
発
見
が
行
わ
れ
、
そ
の
数
は

三
四
〇
〇
の
多
数
に
上
り
、
こ
こ
に
こ
の
文
字
の
組
織
的
な
研
究
が
可
能
に
な

り
、
こ
れ
の
解
読
は
エ
ー
ゲ
考
古
学
の
主
要
課
題
と
ま
で
な
っ
た
。

．
ピ
ぎ
。
鍵
ゆ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
大
凡
次
の
こ
と
が
明
か
に
な
っ
て
い
た
。

e
、
八
入
の
文
宇
を
も
ち
、
文
字
の
形
や
単
語
の
綴
は
　
累
葛
器
。
・
・
、
憶
胤
。
ン

　
窯
団
o
o
峯
p
ρ
出
ド
。
げ
ゆ
い
等
を
通
じ
て
殆
ん
ど
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
。

＠
　
文
字
は
シ
ラ
ピ
ッ
ク
な
音
を
表
す
。

⇔
　
文
字
を
頻
度
数
に
よ
っ
て
分
類
浄
る
と
、
そ
の
組
合
せ
の
法
則
、
単
語
に

　
お
け
る
弓
隠
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
ミ
ノ
ア
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
解
醜
（
川
蠣
）
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・
、
・
ノ
ア
γ
ス
ク
リ
プ
ト
の
解
醗
（
川
端
）

㈲
　
男
性
、
女
性
の
区
劉
、
三
つ
の
格
変
化
、
形
容
詞
、
名
詞
を
示
す
語
尾
変

　
化
が
あ
る
ら
し
い
。

㊧
　
語
尾
変
化
の
場
合
は
多
く
の
単
語
が
最
後
の
丈
字
の
母
膏
を
変
化
さ
ぜ

　
る
。

㈱
　
内
容
は
地
名
、
人
名
、
職
業
、
交
易
の
詫
録
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
の
文
字
の
よ
5
な
同
じ
内
容
を
異
っ
た
文
壇
で
書
い
た
資
料
を
竜

た
な
い
こ
の
文
字
に
あ
っ
て
は
、
解
読
は
所
与
の
資
料
の
徹
底
的
な
分
析
か
ら

は
じ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
♂
♂
罠
畠
は
今
迄
多
く
の
研
究
者
が
試
み
て
失
敗
し

た
よ
5
な
、
丈
字
の
墨
壷
や
意
昧
を
直
に
既
知
の
雪
語
に
求
め
よ
・
う
と
す
る
方

法
を
す
て
て
、
同
類
あ
単
語
に
現
れ
る
或
る
丈
掌
の
変
化
に
注
目
し
、
こ
れ
を

分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
五
の
母
膏
と
二
一
の
子
音
の
組
合
せ
か
ら
な
る
我
国

の
五
十
音
図
、
に
あ
た
る
も
の
を
作
っ
た
。
　
（
第
一
表
）

そ
し
て
こ
の
結
果
を
黒
し
い
盗
　
料
に
あ
て
は
め
て
み
て
、
こ
の
構
造
が
賂
聖
確

爽
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
例
え
ば

　
ヨ
駕
怨
皆
貸
⑲
融
　
　
耀
亜
　
　
憾
陣
｛
　
《
唱
｛
勢
噌
　
　
認
、
脇
燭
　
　
《
に
ゆ
茨
轟
・
駕
蚕

　
瀞
凱
艶
鳶
”
　
砲
瓠
　
　
畷
畷
　
　
憾
陣
㎏
　
認
竃
二
二
鰯
　
　
孤
、
俄
㊧
　
　
≦
衡
申
磁
三
二
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麟
口
灘
）

は
語
幹
を
共
に
し
、
語
尾
を
変
化
さ
せ
て
男
性
と
女
性
を
区
甥
す
る
名
詞
で
あ

る
ら
し
い
こ
と
が
、
同
じ
組
合
せ
を
も
っ
た
単
語
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
最
後
の
交
字
は
聞
じ
子
音
を
も
つ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
．
二

と
仮
定
し
て
同
じ
子
澱
の
欄
に
入
れ
る
。
叉
男
性
形
の
終
の
文
字
は
同
じ
母
音

を
も
つ
も
の
と
し
て
同
一
の
概
音
欄
（
＜
o
譲
鉱
麟
）
に
、
同
じ
く
女
牲
形
の
そ
れ

は
別
の
母
音
欄
（
＜
。
ぞ
亀
H
）
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
露
な
操
作
を
多
く
の
単

語
に
つ
い
て
行
っ
た
結
果
が
第
一
表
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
六
八
の
交
字
の
発
音

が
明
か
に
な
っ
て
い
る
。
（
併
し
、
．
〉
注
豊
『
と
、
鞍
幹
．
の
表
に
は
多
少

の
紅
藍
が
あ
っ
て
、
著
者
の
考
も
ま
だ
確
定
的
で
は
な
い
よ
5
で
あ
る
）

　
ご
瓢
。
彊
機
b
つ
が
三
つ
の
格
変
化
を
も
つ
こ
と
は
概
に
困
◎
9
門
が
指
摘
し
た
。

（
と
2
ビ
歩
困
）
多
良
）
（
第
三
蓑
）

（ご

o
呼
《
3
　
　
　
噸
運
謬
　
　
　
燃
附
呼
　
　
　
遮
州
　
　
　
貸
諜
州

〔
N
）
毒
く
聾
↓
　
　
寒
墨
刈
　
　
　
熔
婁
↓
　
　
　
叢
》
団
　
　
　
老
瀞
》
刈

（
。
σ
）
竃
《
巽
迎
　
　
噸
癬
憂
覇
　
　
　
唱
牌
勢
鳳
　
　
　
蓬
》
伽
　
　
　
壌
尋
》
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
田
澱
）

こ
れ
に
よ
る
と
餌
③
が
ω
の
藷
尾
を
変
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で

あ
り
、
そ
の
変
化
の
法
鋼
は
第
一
図
の
音
蓑
欄
の
正
し
さ
を
証
明
ナ
る
刷
の
材

雛
O
ヨ
一
諺
恥
訂
く
Φ
肺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
．
．
　
　
噂
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

鐵
刈
買
州

《
雨
趣
蹴

｛
藤
部
鞍

ゴ
？
駕

｛
貰
導

誕
〉
州
魂

σ
◎
0
謹
欝
く
0

孤
引
町
ぺ
二

二
婁
マ

雀
脚
』
㈹
療
q

乏
㍗
戴

蔵
硫
譲
｛

誕
〉
バ
療

（
諮
蚤
躍
）

　
　
　
儀
舞
そ
の
∵

　
箕
齢
里
国
職
州

楽
驚
師
毒
善
職

崇
噛
ナ
《
鋤
瑠
療
《

　
よ
㌦
黒
㍗
蓄
Q
◎

噸
ナ
｛
む
長
崎

ご
襲
シ
バ
⑳
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料
と
も
な
る
。
か
く
て
ω
主
絡
…
、
鋤
所
有
格
、
㈲
目
補
格
の
三
の
変
化
が
区
励

せ
ら
れ
、
そ
れ
に
も
五
、
六
種
の
型
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
型
は
主
格
の
最
後
の

億
音
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
（
第
四
表
）

　
解
読
の
次
の
段
階
は
こ
れ
ま
で
に
丈
字
の
組
合
せ
と
形
の
上
か
ら
の
み
分
類

さ
れ
て
き
た
語
尾
変
化
の
型
に
音
を
あ
て
は
め
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

軸籟

ﾊ
こ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
駈
臨
、
特
に
　
類
9
昌
。
急
。
Ω
旨
。
搾
の
語
尾
恋
鼻
化
と
一
融
叙
す

る
と
い
う
事
実
が
わ
か
っ
た
ば
か
り
か
、
或
る
単
語
は
そ
の
三
昧
ま
で
が
ギ
リ

シ
ア
語
と
三
舎
し
た
。
例
え
ば
シ
ラ
ビ
ッ
ク
な
文
字
の
場
合
、
純
母
音
A
、
R
、

1
、
O
、
U
は
単
語
の
頭
に
く
る
こ
と
が
特
に
多
い
こ
と
が
多
く
の
三
三
の
特

徴
で
あ
る
。
　
H
・
貯
①
鍵
♪
b
づ
で
も
「
互
「
撃
」
－
し
が
頭
文
掌
と
し
て
頻
繁
に

用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
・
こ
れ
を
A
に
あ
て
、
第
三
図
の
最
初
の
単
三
を

｝
占
瓢
毒
丁
恥
。
　
と
読
み
、
以
下
　
鎖
？
唇
あ
ρ
　
口
、
［
マ
抵
1
8
”
　
℃
㌣
陣
∴
P
　
拶
瓢
一

ζ
み
。
と
三
三
し
、
こ
の
五
の
語
を
〉
彰
鉱
8
伊
踏
巳
鴇
。
・
・
藁
、
覧
濫
。
夢
℃
冨
蔓
。
瀞

野
罵
客
。
切
即
ち
ク
レ
タ
の
代
表
的
な
郡
市
の
名
に
比
髭
し
た
。
そ
し
て
各
々
が

〉
∴
り
μ
窄
疑
山
。
　
＞
1
慈
一
鼠
直
－
陵
　
〉
一
彰
や
甑
直
一
情
　
の
如
く
伺
じ
籍
尾
変
化

を
す
る
こ
と
も
明
か
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
ギ
リ
シ
ア
語
と
の
関
聯
を
考
え
る

際
に
区
昌
。
鴇
＄
が
圃
ハ
。
占
。
山
。
と
綴
ら
れ
る
よ
ら
に
、
澱
後
の
い
を
欠
く
例
が

多
い
こ
と
に
腰
帯
が
も
た
れ
る
が
、
こ
れ
は
シ
ラ
ブ
ル
の
後
に
つ
く
ジ
困
》
β
戸

騰
．
r
は
省
略
さ
れ
る
と
い
う
法
翔
に
よ
っ
て
説
明
．
が
つ
け
ら
れ
る
。
　
回
・
3
0
髪

　
　
　
　
　
ミ
ノ
ア
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
解
魏
（
川
醗
）

切
の
名
詞
は
単
数
と
複
数
の
区
別
を
明
瞭
に
も
っ
て
い
る
が

憩
勘
　
、
“
？
§
1
1
ぎ
、
§
隔
、
σ
超
．
　
　
㊧
畷
隔
　
奪
，
澄
巴
繋
　
猛
黒
血
警
に
恥
ド
義
夢
・

噸
戦
ぎ
・
§
1
1
ぎ
謹
畿
、
σ
。
誘
．
　
　
㊥
曝
N
　
書
謬
－
§
舞
轟
轟
建
諭
・
。
。
裁
彦
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
譲
団
蹴
）

の
如
く
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
あ
る
の
も
同
じ
理
由
に
基
く
。

　
以
上
が
解
読
の
大
几
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
わ
に
よ
っ
て
竜
わ
か
る
よ
5
に

現
在
の
段
階
で
は
雛
葛
鴛
弱
の
文
字
と
発
音
の
構
造
が
整
理
さ
れ
、
こ
れ
と

古
代
ギ
リ
シ
ア
語
と
の
密
接
な
関
係
が
提
示
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
研
究
の
前
途

は
ま
だ
多
難
で
あ
る
。
併
し
こ
こ
に
半
世
紀
の
懸
案
で
あ
っ
た
ク
レ
タ
交
響
の

解
読
竜
よ
5
や
く
軌
道
に
の
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
今
迄
論
争
の
的
に

な
っ
て
き
た
目
・
ぎ
。
鍵
》
と
の
関
係
が
明
か
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
業
讃
と

い
5
べ
き
で
あ
ろ
う
。
A
と
お
は
字
体
の
上
で
ぽ
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、

全
く
釧
の
言
語
を
も
つ
も
の
で
、
そ
の
理
由
は
元
来
異
質
の
一
語
を
…
表
現
す
る

A
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
を
あ
て
は
め
た
結
果
と
推
窟
さ
れ
る
。
　
H
・
ぎ
。
鍵
切
　
の
難

解
な
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
ら
し
い
。
圃
・
ぎ
。
段
し
ご
が
ギ
リ
シ
ア
語
と
潔
い
関
係

を
も
つ
こ
と
は
、
　
凱
”
ち
髪
》
が
ク
レ
タ
島
と
そ
の
、
近
く
の
島
か
ら
し
か
発
見

さ
れ
な
い
の
に
反
し
、
エ
ー
ゲ
海
域
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

裏
書
さ
れ
る
し
、
又
’
く
p
8
等
の
考
古
掌
者
が
遺
物
の
上
か
ら
ク
レ
タ
の
L

M
夏
が
同
時
代
の
ミ
ケ
ー
ネ
と
非
常
に
似
て
い
て
、
寧
ろ
こ
の
時
期
に
は
ク
ノ

ッ
ソ
ス
の
支
配
力
は
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
の
手
に
握
＾
り
れ
て
い
た
と
も
「
頭
，
わ
れ
る
一
見
羅
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三

（　gio3　）



　
　
　
　
　
ミ
ノ
ア
ン
ス
ク
リ
プ
ト
の
解
…
読
（
規
曲
彌
）

と
一
致
す
る
こ
と
は
甚
だ
潔
白
深
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
従
来
の
知
識
と
較
べ
て
特
に
冒
新
し
い
こ

と
は
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
B
常
生
活
に
関
係
の
あ
る
断
…
片
的
な

記
録
で
、
書
簡
、
歴
史
、
法
律
、
文
学
に
関
す
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ

ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
出
土
の
竜
の
に
は
宮
廷
関
係
の
記
録
が
あ
っ
て
、
王
国
の
版
圏
、

行
政
組
織
が
睨
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
大
別
す
る
と

一
、
　
「
男
女
の
人
名
し
　
普
通
、
地
名
と
共
に
霧
か
れ
、
そ
の
土
地
に
柱
ん
で

　
様
々
な
職
業
に
従
事
す
る
人
聞
の
数
が
わ
か
る
。
職
業
は
糊
明
し
て
い
る
だ

　
け
で
も
二
〇
を
超
え
、
絹
当
高
匿
な
分
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
人
名
に
は
非
ギ
リ
シ
ア
的
な
も
の
が
網
当
あ
り
人
閥
の
交
流
が
か
な
り
あ
っ

　
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一一

A
　
「
一
重
田
」
　
資
料
が
最
も
豊
冨
で
、
地
名
、
所
有
者
、
供
給
者
、
性
、
物

　
動
名
（
馬
、
牛
、
羊
、
出
町
、
豚
等
）
が
並
記
さ
れ
る
。

三
、
　
「
原
料
と
道
具
」
　
衣
類
、
材
木
、
膏
銅
、
象
牙
等
の
貯
蔵
や
供
給
の
晶

　
臼
の
記
録
。
武
器
の
中
に
は
チ
ャ
リ
オ
ヅ
ト
、
剣
、
鎗
、
矢
、
鎧
等
が
繊
て

　
く
る
。
鉄
に
関
す
る
記
載
は
全
く
な
い
。

四
、
　
「
農
産
物
」
　
内
容
の
特
に
理
解
し
難
い
屯
の
で
、
神
へ
の
寄
進
を
表
す

　
も
の
か
、
支
払
に
使
わ
れ
た
も
の
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
穀
物
を
は
じ
め

　
蜂
蜜
、
香
料
、
い
ち
ぢ
く
、
酒
、
漉
の
名
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

五
、
　
「
捧
物
し
　
蜂
蜜
入
り
の
壷
が
神
の
名
と
一
緒
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

　
に
つ
い
て
の
重
要
な
雛
見
は
オ
リ
ン
ピ
ア
の
神
々
の
名
が
こ
の
時
代
に
概
に

　
ク
ノ
ッ
ソ
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
テ
ナ
、
ア
ポ
質
y
、
ポ
セ

　
イ
ド
ソ
等
の
名
が
現
れ
、
　
又
ア
テ
ナ
は
、
趨
曖
畿
、
1
》
臼
。
雪
（
澤
。
鉱
O

　
の
形
で
記
さ
れ
て
い
て
、
ホ
メ
招
ス
の
云
う
．
U
p
身
≧
ぎ
轟
”
の
形
を
連
想

、
さ
せ
る
。
又
ピ
瓢
ス
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
ゼ
ウ
ス
、
ヘ
ル
メ
ス
、
デ
ィ
ォ
ニ

　
ソ
ス
の
名
が
出
て
く
る
。

　
　
終
に
タ
ブ
レ
ヅ
ト
の
例
を
一
つ
あ
げ
て
そ
の
読
み
と
内
容
を
記
す
こ
と
に

　
し
よ
う
。

露
鞄
噸
割
球
謡
纏
曝
悉
冑
争
璽
藪
蚕

ロ
ほ
コ
ほ
ユ
ロ
ロ
じ
き
　
じ
コ
ロ
タ
ノ

豊
こ

　
　
　
　
　
　
＼
、

濁
O
d
図
｝
　
℃
ぎ
一
逆
潮
p
ぎ
『
§
き
二
三
g
g
p
賛
9
9
一
り
p
監
p
喜
一
…

鼠
帖
簿
。
ω
、
。
－
鵠
ゐ
。
．
冨
邑
も
露
。
嘗
（
購
p
℃
）
一
p
勺
ヌ
2
ゐ
器
、
℃
梁
塵
”
“

O
撮
》
盈
O
肩
一
●

「
戦
車
、
赤
く
彩
ら
れ
〆
車
体
を
取
付
け
’
手
綱
が
か
け
ち
れ
て
い
る
」

「
角
製
の
継
目
（
P
）
を
も
っ
た
無
懸
花
の
木
の
横
木
（
2
）
」
〔
戦
車
の
絵
〕
一

　
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
大
阪
大
学
村
田
数
之
亮
教
授
の
御
教
導
を
賜
っ

た
ご
と
を
多
謝
す
る
。

（40の


